
『
一
乗
院
経
蔵
記
』
に
み
る
坊
津
一
乗
院
と
中
世
文
芸

―
―
地
域
社
会
に
お
け
る
文
芸
環
境
―
―

鈴

木

彰

一

十
六
世
紀
の
坊
津
・
一
乗
院

坊
津
（
現
鹿
児
島
県
南
さ
つ
ま
市
）
は
薩
摩
半
島
の
南
西
端
に
位
置
し
、

東
シ
ナ
海
に
面
し
た
港
町
で
あ
る
。
か
つ
て
こ
こ
に
は
一
乗
院
と
い
う
真
言

寺
院
が
存
在
し
た
（
廃
仏
毀
釈
で
廃
寺
）。
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
十
二

月
の
跋
文
を
も
つ
『
一
乗
院
来
由
記
』（
巻
子
一
巻
。
南
さ
つ
ま
市
坊
津
歴

史
資
料
セ
ン
タ
ー
輝
津
館
蔵
）
で
は
、
百
済
僧
日
羅
が
来
朝
し
て
聖
徳
太
子

と
会
っ
た
の
ち
、
こ
の
地
へ
来
た
っ
て
坊
舎
仏
閣
を
造
営
し
た
こ
と
が
濫
觴

と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
実
態
は
定
か
で
は
な
く
、
近
世
に
つ
な
が
る
歴
史

は
、
同
書
が
「
中
興
」
と
す
る
延
文
二
年
（
一
三
五
七
）
以
降
の
こ
と
と
考

え
ら
れ
て
い（
１
）る。

中
世
港
湾
と
し
て
の
坊
津
は
、
十
五
世
紀
以
降
、
島
津
氏
の
強
い
影
響
下

に
入
る
。
そ
し
て
、
港
と
し
て
最
も
繁
栄
し
た
十
六
世
紀
中
期
頃
に
は
相
州

家
（
島
津
本
宗
家
と
な
る
）
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。と
く
に
、天
文
八
年
（
一

五
三
九
）
以
降
、
坊
津
の
北
に
位
置
す
る
加
世
田
に
拠
を
構
え
た
忠
良
（
日

新
斎
）
と
の
関
係
は
重
要
と
さ（
２
）れ、
忠
良
の
子
貴
久
、
そ
の
子
義
久
、
義
久

の
弟
義
弘
の
子
で
初
代
薩
摩
藩
主
と
な
っ
た
家
久
へ
と
続
く
島
津
本
宗
家
と

の
緊
密
な
関
係
は
、『
一
乗
院
来
由
記
』
で
も
強
調
さ
れ
て
い
る
。

坊
津
の
貿
易
港
と
し
て
の
機
能
や
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
は
、
な
お
議
論

が
続
い
て
い（
３
）る。
た
だ
し
、
十
六
世
紀
の
坊
津
が
、
島
津
家
と
の
関
係
に
も

支
え
ら
れ
な
が
ら
、
対
外
貿
易
の
重
要
拠
点
で
あ
っ
た
と
い
う
点
に
異
論
は

な
い
。
中
国
側
で
も
坊
津
を
博
多
津
・
安
濃
津
と
並
ぶ
日
本
の
「
三
津
」
の

ひ
と
つ
と
し
て
お
り
（『
武
備
志
』。
一
六
二
一
年
成
立
）、
坊
津
や
一
乗
院

周
辺
か
ら
中
世
後
期
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
の
遺
物
と
し
て
、
中
国
産
陶

磁
器
や
ベ
ト
ナ
ム
産
陶
器
が
数
多
く
発
見
さ
れ
て
も
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ

し
、
坊
津
が
東
ア
ジ
ア
海
域
に
お
け
る
貿
易
拠
点
と
し
て
大
き
な
役
割
を

担
っ
た
の
は
、
近
世
の
初
頭
頃
ま
で
で
あ
っ
た
。
島
津
本
宗
家
の
支
配
が
薩

摩
半
島
全
域
に
及
ぶ
よ
う
に
な
り
、
藩
の
政
策
と
し
て
鹿
児
島
湾
の
出
入
口

に
位
置
す
る
山
川
港
（
現
指
宿
市
）
が
琉
球
貿
易
の
拠
点
と
さ
れ
る
と
、
坊

津
の
地
位
は
相
対
的
に
低
下
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

他
方
、
一
乗
院
聖
教
類
の
調
査
が
進
む
に
つ
れ
、
九
州
か
ら
畿
内
、
尾
張
、

関
東
に
お
よ
ぶ
広
範
な
地
域
を
往
来
す
る
人
と
物
（
と
く
に
聖
教
・
典
籍
類
）

の
交
流
、
と
く
に
真
言
宗
寺
院
・
談
義
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
掘
り
起
こ
さ
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れ
つ
つ
あ（
４
）る。
一
乗
院
自
体
を
「
諸
方
か
ら
の
僧
が
集
ま
る
談
義
所
」
と
み

る
見
解
も
あ（
５
）り、
ま
た
日
本
・
薩
摩
か
ら
琉
球
へ
と
続
く
修
験
者
・
密
教
僧

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
す
る
拠
点
の
ひ
と
つ
と
す
る
指
摘
も
な
さ
れ
て
い

（
６
）る。以

上
の
よ
う
な
理
解
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
海
域
交
流
の
拠
点
、
真
言

密
教
の
道
場
（
談
義
所
）
と
さ
れ
る
坊
津
一
乗
院
が
も
っ
て
い
た
、
種
々
の

文
芸
を
享
受
し
、
地
域
社
会
へ
と
発
信
し
て
い
た
場
と
し
て
の
側
面
に
光
を

当
て
て
み
た
い
。
中
世
の
文
芸
環
境
は
、
都
・
中
央
か
ら
諸
地
域
社
会
へ
の

文
芸
・
文
化
の
伝
播
と
受
容
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
色
を
帯
び
た
再
編
・
再
生
、

そ
し
て
諸
地
域
か
ら
都
・
中
央
へ
の
環
流
の
さ
ま
を
視
野
に
収
め
、
多
極
的

か
つ
大
局
的
に
把
握
す
べ
き
も
の
で
あ（
７
）る。
そ
の
た
め
の
注
目
す
べ
き
事
例

研
究
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
坊
津
一
乗
院
と
い
う
文
芸
環
境
の
分
析
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

二

『
一
乗
院
経
蔵
記
』
の
意
義

『
一
乗
院
経
蔵
記
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
「
島
津
家
文
書
」。以
下
、

『
経
蔵
記
』
と
略
称
）
は
じ
つ
に
示
唆
的
な
目
録
で
あ
る
。
柿
色
の
表
紙
を

も
つ
、
全
九
丁
か
ら
な
る
袋
綴
じ
の
一
冊
本
で
、
外
題
に
「
一
乗
院
経
蔵
記

全
」
と
あ
る
。
扉
中
央
に
「
一
乗
院
経
蔵
聖
教
内
抜
書
之
」、
そ
の
右
に
「
山

号
／
如
意
珠
山
」、
左
に
「
勅
号
／
西
海
金
剛
峯
寺
」
と
朱
書
さ
れ
、「
写
間

敷
也
」「
四
十
四
」
の
貼
り
紙
が
付
さ
れ
て
い
る
。
奥
書
は
「
寛
永
十
一
年
甲戌

八
月
大
吉
日
」
と
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
八
月

当
時
、
一
乗
院
経
蔵
内
に
あ
っ
た
「
聖
教
」
か
ら
抜
粋
し
た
聖
教
・
典
籍
・

宝
物
類
の
目
録
と
み
て
よ
い
。
詳
し
い
制
作
事
情
は
不
明
だ
が
、
十
八
世
紀

半
ば
（
延
享
年
間
）
の
一
乗
院
住
職
（
第
二
十
六
代
）
快
宝
が
ま
と
め
た

「
当
山
宝
物
案
内
記

上
下
」（
以
下
、「
宝
物
案
内
記
」
と
略
称
）
の
「
水

精
自
然
石
御
舎
利
」
に
か
ん
す
る
記
事
に
、「
寛
永
十
一
年
甲
戌

秋
、
邦
君
家

久
公
請
レ

之
為
二

護
持
御
本
尊
一

也
」
と
あ
る
。
こ
の
「
自
然
石
御
舎
利
」
は

『
経
蔵
記
』
に
も
記
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
こ
の
一
件
と
前
掲
『
経
蔵
記
』
奥

書
と
は
時
期
が
合
致
し
て
い
る
（
寛
永
十
一
年
秋
）。『
経
蔵
記
』
が
「
島
津

家
文
書
」
と
し
て
伝
来
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
薩
摩
藩
・
島
津
家
の
要

請
で
一
乗
院
側
が
作
成
し
、
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
わ

け
だ
が
、
右
の
「
宝
物
案
内
記
」
の
記
事
を
併
せ
み
る
と
、
初
代
藩
主
島
津

家
久
の
命
が
下
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。
ち
な
み
に
、
ま
さ
に
こ
の

寛
永
期
以
降
、
薩
摩
藩
・
島
津
家
は
幕
藩
体
制
の
整
備
に
伴
っ
て
、
藤
原
姓

か
ら
源
姓
へ
と
そ
の
由
緒
を
更
新
し
て
い
っ（
８
）た。
こ
う
し
た
状
況
を
勘
案
す

れ
ば
、『
経
蔵
記
』
は
、
藩
主
や
藩
士
た
ち
の
家
譜
や
寺
社
の
由
緒
等
を
含

め
た
島
津
家
領
国
の
歴
史
を
近
世
的
な
か
た
ち
へ
と
再
編
し
て
い
く
動
向
に

応
じ
る
形
で
、
い
い
か
え
れ
ば
、
そ
う
し
た
広
義
の
修
史
事
業
に
用
い
る
こ

と
を
想
定
し
て
、
薩
摩
藩
が
公
的
に
作
成
さ
せ
た
も
の
な
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
藩
政
を
支
え
る
制
度
面
の
整
備
と
も
連
動
し
て
い

た
は
ず
で
あ
る
。

次
に
、
そ
の
内
容
を
見
渡
す
た
め
に
記
事
全
体
を
引
用
し
て
お
こ
う
。

目
録

一
日
本
記
私

上

下

一
本
願
薬
師
経

一
巻

一
夢
中
問
答

三
巻

一
天
照
大
神
口
决

一
巻

一
世
鏡
抄

三
巻
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一
祓
聞
書

一
巻

」
１
オ

一
法
華
経

七
巻
唐

一
老
子
経

一
巻

一
鵜
戸
縁
起

一
巻

一
御
請
来
録

一
巻

一
諸
社
事

一
巻

一
心
月
輪
秘
釈

一
巻

一
五
輪
九
字

一
巻

」
１
ウ

一
八
幡
大
菩
薩
事

一
巻

一
釈
迦
八
相
論

上
下

一
四
重
秘
釈

五
巻

一
即
身
成
仏
経

一
巻

一
絵
観
音
経

一
巻

一
阿
字
秘
釈

二
巻

一
三
国
伝
来
記

二
通

」
２
オ

一
元
亨
尺
鈔

十
五
巻

一
太
子
伝

七
巻

一
孝
養
集

上
下

一
職
原
集

上
下

一
大
唐
長
暦

一
巻

一
正
八
幡
縁
起

一
巻

一
治
世
記
同
注

二
巻

」
２
ウ

一
法
華
直
談
抄

十
巻

一
千
手
陀
羅
尼
経

一
巻

一
心
安
集

上
下
唐

一
大
師
行
状
記

十
巻

一
父
母
恩
重
経

一
巻

一
諸
宿
曜
図

一
巻

一
般
若
心
経
七
品

一
巻

」
３
オ

一
月
蓋
長
者

一
巻

一
十
住
心
論

十
巻

一
一
期
大
要
集

一
巻

一
日
月
輪
秘
観

一
巻

一
流
来
生
死
事

一
巻

一
浄
土
大
綱
問
答

一
巻

一
法
華
談
義
品

一
部

」
３
ウ

一
心
地
観
経

八
巻
裏
書
有

一
真
俗
万
集
記

一
巻

一
神
代
巻

二
巻

一
法
然
上
人
縁
起

一
巻

一
同
略
行
状

一
巻

一
破
日
連
記

一
巻

一
山
水
抄

上
中
下

」
４
オ

一
古
吟
和
歌
秘
注

三
巻

一
江
湖
風
月
集

四
巻

一
父
祖
相
迎

上
下
一
巻

一
朗
詠
私

三
巻

一
久
寿
物
語

一
巻

一
帰
命
本
願
抄

一
巻

一
月
清
抄

二
巻

」
４
ウ
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一
古
今
秘
抄

一
巻

一
万
葉
集

一
巻

一
歌
書

一
巻

一
百
詠

上
下
二
巻

一
古
今
序

一
巻

一
老
吟

一
巻

一
愚
門
賢

一
巻

」
５
オ

一
善
隣
国
宝
記

一
巻

一
愚
秘
抄

一
巻

一
生
死
本
源
経

一
巻

一
平
家
物
語

一
巻

一
般
若
心
経
私

一
巻

一
錫
杖
私

一
巻

一
法
花
経
廿
八
品
大
意

二
通

」
５
ウ

一
円
頓
者
聞
書

一
巻

一
聖
憲
阿
字
観
私

一
巻

已
上
書
物
分

一
千
手
観
音

一
幅
唐

一
縫
阿
弥
陀

一
幅
中
将
姫

一
摩
利
支
天

二
幅

一
独
古
阿
弥
陀

一
幅

」
６
オ

六
字一

字
名
号
御
筆
但
朴

一
幅

一
文
殊
天
神
御
筆

一
幅

一
乙
護
法

一
幅

一
七
仏
種
字
御
作

一
幅

一
兜
抜
毘
沙
門

一
幅

一
阿
字
御
筆

一
幅

一
六
字
名
号
御
筆

一
幅

」
６
ウ

一
訶
利
帝
母

一
幅

一
大
勝
金
剛

一
幅

一
天
神
御
自
筆

一
幅

一
涅
槃
像

一
幅

タ
エ
マ

一
当
麻
曼
荼
羅

一
幅

一
御
震
筆
ノ

額

一
幅

一
御
震
筆
ノ

短
冊

一
幅

」
７
オ

一
大
師
行
状
記

十
幅

已
上
本
尊
分

一
金
色
ノ

如
意
輪
観
音

一
体

一
中
将
姫
ノ

法
華
経

一
部
一
巻

一
御
作
土
仏
ノ

五
輪

カ
ネ

一
金
ノ

舎
利
殿
一
粒
有

」
７
ウ

一
釈
迦
ノ

御
歯

一
自
然
石
ノ

御
舎
利

一
円
室
様
ノ

心
経
御
自
筆

一
御
筆
心
経

一
般
若
心
経
智
證
大
師
御
筆

一
十
地
論
御
筆

一
尊
勝
陀
羅
尼
御
筆

」
８
オ

一
光
明
皇
后
御
筆
二
ツ

― 69 ―



一
御
筆
経

一
紙

一
天
神
御
自
筆

一
近
衛
殿
御
筆
三
ツ

一
水
精
舎
利
塔

一
ツ

カ
ネ
ノ

一
金
毘
沙
門

一
体

ノ

一
土
仏
地
蔵
御
作

一
体

」
８
ウ

ノ

一
双
身
毘
沙
門

一
体

一
弘
法
大
師
法
印
号

一
剣

五
ツ

一
刀
竜
海

一
ツ

一
篤
盛
笛

二
ツ

ノ
ギ
ヨ
イ

一
弘
法
大
師
御
衣

一
通

已
上

」
９
オ

寛
永
十
一
年
甲戌

八
月
大
吉
日

」
９
ウ

冒
頭
か
ら
「
已
上
書
物
分
」
と
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
に
典
籍
類
、
そ
こ
か
ら

「
已
上
本
尊
分
」
ま
で
に
掛
幅
類
、
続
け
て
そ
れ
ら
以
外
の
寺
宝
類
が
列
挙

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
「
一
乗
院
経
蔵
聖
教
内
」
か
ら
「
抜
書
」
し
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
実
際
に
は
、
さ
ら
に
多
く
の
品
々
が
一
乗
院
経
蔵
に
収
め

ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
そ
の
全
貌
や
「
抜
書
」
の
選
抜

基
準
は
不
明
だ
が
、
寛
永
十
一
年
当
時
、
一
乗
院
経
蔵
が
じ
つ
に
多
種
多
様

な
典
籍
・
道
具
類
を
収
蔵
し
て
い
た
こ
と
は
う
か
が
え
る
。
こ
れ
ら
は
、
中

世
以
来
の
一
乗
院
の
活
動
実
態
に
応
じ
て
諸
方
か
ら
漸
次
集
積
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
内
容
が
、
文
芸
・
宗
教
・
有
職
故
実
・
外
交
等
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ

ま
な
文
物
の
伝
播
、
享
受
、
再
生
の
様
相
を
伝
え
る
貴
重
な
記
録
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
目
録
に
投
影
さ
れ
て
い
る
一
乗
院
が

培
っ
て
き
た
文
化
・
文
芸
環
境
と
し
て
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
従
来
ほ
と
ん

ど
顧
み
ら
れ
て
い
な（
９
）い。
し
た
が
っ
て
、『
経
蔵
記
』
の
分
析
は
、
必
然
的

に
真
言
寺
院
と
し
て
の
一
乗
院
が
地
域
社
会
の
な
か
で
い
か
な
る
場
で
あ
っ

た
の
か
を
問
い
直
す
こ
と
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。
今
後
、『
経
蔵
記
』
の

記
事
を
て
い
ね
い
に
吟
味
し
、
各
項
目
の
意
義
を
多
角
的
に
読
み
解
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

三

一
乗
院
を
と
り
ま
く
文
芸
環
境

右
の
よ
う
な
課
題
を
見
定
め
た
う
え
で
、
本
稿
で
は
、『
一
乗
院
経
蔵
記
』

の
な
か
か
ら
一
乗
院
を
と
り
ま
く
文
芸
環
境
を
示
唆
す
る
い
く
つ
か
の
特
徴

的
記
事
を
指
摘
し
、
さ
ら
な
る
分
析
の
糸
口
と
し
た
い
。

ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
種
々
の
歌
集
・
歌
論
・
注
釈
書
・
漢
詩
文
集
の

存
在
で
あ
る
。
一
乗
院
は
こ
れ
ら
を
受
容
し
、
利
用
す
る
場
で
も
あ
っ
た
。

十
六
世
紀
の
島
津
家
歴
代
家
督
や
家
老
た
ち
は
武
家
文
化
人
と
し
て
の
顔
を

も
ち
、
都
の
貴
顕
と
の
か
か
わ
り
の
な
か
で
和
歌
・
漢
詩
文
を
嗜
ん
で
い（

１０
）た。

先
に
、『
経
蔵
記
』
制
作
に
初
代
藩
主
家
久
が
関
与
し
て
い
た
可
能
性
を
指

摘
し
た
が
、
彼
の
も
と
に
も
慶
長
五
年
段
階
で
多
く
の
歌
書
類
が
所
蔵
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き（

１１
）る。
一
乗
院
に
お
け
る
和
歌
・
漢
詩
文
関
係
書
の

利
用
実
態
は
今
後
の
課
題
と
な
る
が
、
中
世
以
来
続
く
一
乗
院
と
島
津
家
と

の
緊
密
な
関
係
史
が
こ
こ
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
は
想
定
し
て
お
い
て
よ
い

だ
ろ
う
。

信
仰
に
か
か
わ
る
唱
導
文
芸
の
一
環
と
し
て
は
、
ま
ず
法
華
経
直
談
に
か

か
わ
る
典
籍
が
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
興
味
深
い
。「
法
華
直
談
抄

十
巻
」
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「
法
華
談
義
品

一
部
」
な
ど
、
大
部
な
著
作
も
み
え
、
法
華
経
直
談
に
か

か
わ
る
学
問
の
場
が
一
乗
院
に
存
在
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
当
然
、

そ
の
背
後
に
は
、
他
地
域
と
の
談
義
所
等
と
結
ば
れ
た
、
直
談
に
か
か
わ
る

人
と
文
物
の
交
流
・
流
通
網
の
存
在
を
想
定
で
き
る
。

一
乗
院
で
は
、
涅
槃
会
に
際
し
て
涅
槃
図
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
。
十
六
世

紀
末
に
坊
津
に
配
流
さ
れ
た
近
衛
信
輔
（
の
ち
に
改
名
し
て
信
尹
）
は
、
そ

（
マ
マ
）

の
様
子
を
自
ら
の
日
記
に
「
一
乗
院
晩
振
廻
、
風
呂
ア
リ
、
温
槃
被
懸
、」

と
記
し
、当
日
一
乗
院
で
詠
ん
だ
「
俳
諧
発
句
」
を
書
き
添
え
て
い
る
（『
三

藐
院
記
』
文
禄
四
年
〈
一
五
九
五
〉
二
月
十
二
日
条
）。
ま
た
、
翌
日
条
に

「
一
乗
院
式
声
ミ
や
う
等
聴
聞

」
と
あ
る
の
も
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
一
乗
院
で
の

関
連
法
会
の
さ
ま
を
伝
え
て
い
て
貴
重
で
あ
る
。
こ
の
と
き
信
輔
が
目
の
当

た
り
に
し
た
涅
槃
図
と
は
特
定
し
が
た
い
が
、『
経
蔵
記
』
に
は
「
涅
槃
像

一
幅
」
と
あ
る
。
な
お
、
一
乗
院
旧
蔵
の
涅
槃
図
と
し
て
、
今
日
、
鎌
倉
期

の
「
絹
本
著
色
八
相
涅
槃
変
相
図
」（
龍
巌
寺
蔵
。
輝
津
館
保
管
）
や
、
室

町
期
の
「
絹
本
著
色
涅
槃
図
」（
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
蔵
）

が
現
存
す（

１２
）る。
こ
れ
ら
を
見
渡
し
て
み
る
と
、
十
六
世
紀
の
一
乗
院
で
は
複

数
の
涅
槃
図
を
所
蔵
し
て
お
り
、『
経
蔵
記
』
に
み
え
る
「
釈
迦
八
相
論

上
下
」「
三
国
伝
来
記

二
通
」「
月
蓋
長
者

一
巻
」
も
含
め
て
、
釈
迦
の

伝
記
（
仏
伝
）
に
か
ん
す
る
知
識
と
関
心
が
蓄
積
さ
れ
て
い
た
よ
う（

１３
）だ。
そ

う
し
た
知
識
は
、
た
と
え
ば
涅
槃
図
の
絵
解
き
に
際
し
て
披
露
さ
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
加
え
て
、
対
外
交
易
の
拠
点
と
し
て
、
海
と
と
も
に
生

き
る
坊
津
在
住
の
人
々
の
間
で
は
、
眼
前
に
広
が
る
海
の
彼
方
に
天
竺
を
想

う
独
特
な
感
性
が
培
わ
れ
て
も
い
た
ら
し（

１４
）い。
そ
の
地
理
的
条
件
と
も
あ
い

ま
っ
て
、
仏
伝
語
り
の
場
と
し
て
の
一
乗
院
は
、
東
ア
ジ
ア
に
広
が
る
〈
仏

伝
文（

１５
）学〉
の
交
流
圏
に
お
け
る
注
目
す
べ
き
要
所
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

な
お
、
こ
の
点
と
も
か
か
わ
る
が
、『
経
蔵
記
』
に
「
善
隣
国
宝
記

一

巻
」
の
よ
う
な
外
交
手
引
書
や
、「
法
華
経

七
巻
唐

」「
心
安
集

上
下
唐

」

の
ご
と
き
唐
本
、「
御
請
来
録

一
巻
」「
三
国
伝
来
記

二
通
」「
大
唐
長

暦

一
巻
」
の
よ
う
な
書
物
が
み
え
る
こ
と
は
、
お
の
づ
か
ら
海
域
の
交
流

拠
点
と
し
て
の
坊
津
・
一
乗
院
の
性
格
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
十
六
世
紀

末
か
ら
十
七
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
坊
津
が
衰
退
期
を
迎
え
る
こ
と
は
前
述

し
た
が
、
そ
れ
で
も
近
衛
信
輔
は
、「
及
晩
唐
人
五
六
人
来
ル
、
詩
を
作
カ
ヽ

セ
テ
見
物
、
各
明
日
可
罷
帰
よ
し
也
」（『
三
藐
院
記
』
文
禄
三
年
五
月
二
十

五
日
条
）
の
よ
う
に
、
坊
津
で
「
唐
人
」
と
親
し
く
接
し
て
い
た
。
ま
た
、

そ
の
十
日
前
、
ま
だ
配
流
の
途
（
大
隅
国
肝
属
郡
海
潟
）
に
あ
っ
た
信
輔
の

も
と
に
、「
法
華
経
高
麗

」（
高
麗
版
）
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
（
同
十
五

日
条
）
も
、
地
域
的
特
性
を
示
唆
す
る
出
来
事
と
し
て
併
せ
て
視
野
に
入
れ

て
お
き
た
い
。

さ
て
、
一
乗
院
に
は
「
当
麻
曼
荼
羅

一
幅
」
の
ほ
か
、
お
そ
ら
く
は
中

将
姫
の
自
作
あ
る
い
は
自
筆
と
い
う
由
緒
を
伴
う
も
の
と
推
察
さ
れ
る
「
縫

阿
弥
陀

一
幅
中
将
姫

」
や
「
中
将
姫
ノ

法
華
経

一
部
一
巻
」
が
伝
え
ら
れ

て
い
た
。
一
乗
院
は
、
大
和
当
麻
寺
ゆ
か
り
の
中
将
姫
の
物
語
を
伝
え
、
発

信
す
る
場
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
当
麻
曼
荼
羅
の
絵
解
き
が
さ

れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い（

１６
）か。

絵
解
き
関
連
と
し
て
は
、「
大
師
行
状
図

十
幅
」
に
も
触
れ
て
お
き
た

い
。
こ
れ
は
、
近
衛
信
輔
が
「
一
乗
院
ノ
風
呂
ニ
入
、
ア
カ
リ
テ
弘
法
大
師

（
幅
）

ノ
十
腹
ノ
絵
ヲ
見
物
ス
、
驚
目
」（『
三
藐
院
記
』
文
禄
三
年
六
月
六
日
条
）

と
記
し
た
も
の
に
あ
た
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
そ
の
半
月
ほ
ど
前
に
坊
津
に

着
い
た
信
輔
は
、「
さ
て
も
心
う
き
所
哉
」、「
推
量
之
外
の
外
な
る
に
か
〳
〵

敷
あ
り
さ
ま
」、「
近
年
殊
更
衰
微
せ
る
よ
し
な
れ
ハ
聞
し
に
か
ハ
り
人
家
も
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す
く
な
く
、
人
の
往
来
も
ま
れ
に
し
て
」
な
ど
と
記
し
、
坊
津
の
予
想
以
上

に
鄙
び
た
さ
ま
を
深
く
歎
い
て
い
た
（
同
五
月
二
十
一
日
条
）。
そ
ん
な
都

人
信
輔
を
「
驚
目
」
さ
せ
た
の
が
こ
の
掛
幅
で
あ
っ
た
。「
宝
物
案
内
記
」

に
は
「
一
、
弘
法
大
師
行
状
絵

十
幅
／
右
遍
智
院
宮
筆
」
と
あ
る
。
中
世

に
さ
か
の
ぼ
る
、
掛
幅
形
式
の
弘
法
大
師
伝
絵
の
例
と
し
て
貴
重
で
、
こ
れ

も
然
る
べ
き
折
々
に
絵
解
き
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
な
お
、『
経

蔵
記
』
に
は
「
書
物
」
と
し
て
も
「
大
師
行
状
記

十
巻
」
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。
現
存
す
る
十
巻
本
の
作（

１７
）例に
照
ら
せ
ば
、
こ
ち
ら
は
絵
巻
で
あ
っ
た

か
と
思
わ
れ
、十
幅
の
掛
幅
絵
と
の
関
係
が
気
に
か
か
る
が
特
定
し
が
た
い
。

と
も
あ
れ
、
こ
れ
ら
の
伝
来
過
程
に
は
、
や
は
り
高
野
山
を
含
め
た
真
言
寺

院
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
機
能
し
て
い
よ
う
。
ま
た
、
空
海
の
渡
海
（
入
唐
）

場
面
な
ど
を
含
む
そ
の
内
容
は
、
海
域
交
流
の
拠
点
た
る
坊
津
な
ら
で
は
の

意
義
を
帯
び
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
享
受
論
的
な
分
析
の
道
も
さ

ら
に
模
索
し
た
い
。

ま
た
、「
文
殊
天
神
御
筆

一
幅
」「
天
神
御
自
筆

一
幅
」
な
ど
に
よ
っ
て
、

天
神
信
仰
も
一
乗
院
に
流
入
し
て
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
後
者
は
、

「
宝
物
案
内
記
」
に
、

一
、
綱
敷
天
神
絵
又
云
、形
見
御
影

一
幅

為
二

佞
臣
一

讒
焉
、
延
喜
元
年
辛
酉
左
二

遷
於
筑
紫
一、
着
二

岸
大
宰
府
一

砌
、
従
臣
等
敷
レ

綱
設
二

御
座
一

坐
レ

之
所
二

自
画
一、
為
二

御
容
見
一

賜
二

此
従
臣
一

云
々
、

と
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
書
に
は
、
他
に
「
一
、
関
白
天
神
木
像
／
右
近

衛
前
関
白
信
輔
公
於
二

当
寺
之
多
宝
院
一

彫
刻
」
も
掲
出
さ
れ
て
お
り
、
天
神

信
仰
に
傾
倒
し
て
い
た
近
衛
信（

１８
）輔の
配
流
に
由
来
す
る
も
の
も
少
な
か
ら
ず

存
在
し
た
よ
う
だ
。
た
だ
し
、
す
べ
て
を
信
輔
と
の
関
係
で
把
握
で
き
る
わ

け
で
は
な
い
。

末
尾
近
く
に
み
え
る
「
篤
盛
笛

二
ツ
」
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お
こ
う
。

「
篤
盛
」
は
、
い
わ
ゆ
る
一
の
谷
の
戦
い
で
熊
谷
直
実
に
討
た
れ
た
平
敦
盛

の
こ
と
で
あ
る
。
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
に
よ
れ（

１９
）ば、
若
武
者
敦
盛
を
泣
く

泣
く
討
っ
た
の
ち
、
直
実
は
そ
の
腰
に
差
さ
れ
た
錦
の
袋
に
入
っ
た
笛
を
見

つ
け
、「
あ
な
い
と
お
し
、
…
…
上
臈
は
猶
も
や
さ
し
か
り
け
り
」
と
述
べ

る
と
、
そ
れ
を
見
た
者
た
ち
に
涙
の
輪
が
広
が
っ
た
と
い
う
。「
そ
れ
よ
り

し
て
こ
そ
熊
谷
が
発
心
の
お
も
ひ
は
す
ゝ
み
け
れ
」、「
狂
言
綺
語
の
こ
と
は

り
と
い
ひ
な
が
ら
、
遂
に
讃
仏
乗
の
因
と
な
る
こ
そ
哀
な
れ
」
と
ま
と
め
ら

れ
る
よ
う
に
、
こ
の
笛
は
直
実
を
発
心
へ
導
い
た
象
徴
的
な
品
で
あ
る
。
こ

の
笛
に
つ
い
て
語
る
、『
平
家
物
語
』
を
下
敷
き
に
し
た
後
出
の
物
語
や
伝

承
で
も
、
そ
の
扱
い
は
基
本
的
に
共
通
で
あ
る
。
一
乗
院
に
「
篤
盛
笛
」
が

あ
る
の
は
、
そ
れ
を
用
い
た
説
法
・
語
り
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し

よ
う
。
そ
し
て
、
先
述
し
た
よ
う
な
意
味
の
象
徴
性
を
帯
び
た
「
笛
」
を
も

と
に
し
た
語
り
で
あ
る
以
上
、
そ
の
内
容
は
、
敦
盛
や
直
実
の
武
勇
に
で
は

な
く
、
敦
盛
の
死
を
契
機
と
し
た
直
実
の
発
心
に
焦
点
を
あ
わ
せ
た
も
の
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
日
、「
敦
盛
最
期
」
は
直
実
の
苦
悩
の
物
語
と

し
て
読
ま
れ
る
の
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
が
、
じ
つ
は
中
世
か
ら
近
世
を

経
て
昭
和
戦
前
期
に
至
る
ま
で
、
当
該
話
は
多
く
の
場
合
、
彼
ら
の
武
勇
を

語
る
物
語
と
し
て
読
ま
れ
て
き（

２０
）た。
し
た
が
っ
て
、
中
近
世
移
行
期
の
坊
津

で
発
心
に
焦
点
を
あ
わ
せ
た
直
実
物
語
が
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
大
い
に

注
目
に
値
す
る
事
実
と
い
え
る
。
し
か
も
、
こ
の
笛
は
「
二
ツ
」
あ
る
と
い

う
。
本
物
を
示
し
な
が
ら
語
る
と
い
う
の
が
名
目
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
状

況
は
、
直
実
の
発
心
話
が
そ
れ
だ
け
多
く
の
場
で
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を

意
味
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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な
お
、『
経
蔵
記
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
と
き
一
乗
院
に
は
「
平
家
物
語

一
巻
」
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。
多
く
の
『
平
家
物
語
』
は
十
二
巻
構
成
で
あ

る
か
ら
、
こ
れ
は
不
揃
い
の
断
片
に
ほ
か
な
ら
ず
、
一
乗
院
の
文
化
的
水
準

の
低
さ
と
受
け
止
め
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
た
だ
し
、
全
巻
揃
い
の
完
本
を

所
有
し
て
い
る
こ
と
を
自
明
視
し
て
し
ま
っ
て
は
、
地
域
社
会
の
文
芸
環
境

は
つ
か
み
き
れ
ま
い
。
表
面
的
に
は
不
揃
い
な
断
片
と
も
い
え
る
も
の
た
ち

が
、
そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
、
い
か
な
る
意
味
や
必
要
性
を
持
っ
て
い
た
か

を
掘
り
お
こ
す
こ
と
、
ま
た
、
都
・
中
央
と
そ
れ
以
外
の
諸
地
域
の
文
芸
・

文
化
に
か
ん
す
る
状
況
や
価
値
観
の
ゆ
ら
ぎ
と
せ
め
ぎ
あ
い
を
双
方
向
的
に

読
み
解
く
こ
と
が
、
地
域
の
文
芸
環
境
と
む
き
あ
う
際
に
は
強
く
求
め
ら
れ

る
。一

乗
院
に
あ
っ
た
「
平
家
物
語

一
巻
」
は
、
先
の
「
篤
盛
笛
」
と
か
か

わ
る
巻
九
「
敦
盛
最
期
」
や
、
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
、
沙
羅
双
樹
の
花
の
色

と
い
う
、
著
名
な
釈
迦
の
事
績
や
涅
槃
図
と
か
か
わ
る
話
題
を
扱
う
巻
第
一

だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
現
状
で
は
そ
れ
を
特
定
で
き
な
い
の
だ
が
、坊
津
・

一
乗
院
と
い
う
場
で
必
要
と
さ
れ
た
部
分
こ
そ
が
優
先
的
に
求
め
ら
れ
た

り
、
大
切
に
保
管
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
地
域
な
ら
で
は
の
必
要
性

に
か
ん
す
る
具
体
相
、
い
わ
ば
〈
文
芸
を
め
ぐ
る
地
域
の
論
理
〉
の
さ
ら
な

る
解
明
を
期
し
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
、
先
述
し
た
歌
書
・
漢
詩
文
以

下
、
す
べ
て
の
作
品
・
メ
デ
ィ
ア
に
か
ん
し
て
も
個
々
に
追
究
す
べ
き
課
題

で
あ
る
。四

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
寛
永
十
一
年
八
月
に
ま
と
め
ら
れ
た
『
一
乗
院
経
蔵
記
』
を

と
り
あ
げ
、
主
に
十
六
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
真
言
寺
院
た

る
一
乗
院
で
成
り
立
っ
て
い
た
文
芸
環
境
の
発
掘
を
試
み
て
き
た
。
真
言
系

の
「
書
物
」、「
本
尊
」、
宝
物
が
伝
わ
っ
て
い
た
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
じ

つ
は
一
乗
院
に
は
真
言
宗
以
外
の
諸
宗
派
に
か
ん
す
る
書
物
・
品
々
も
伝

わ
っ
て
お
り
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
文
芸
に
か
か
わ
る
場
が
成
り
立
っ
て
い
た

こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
、
一
乗
院
に
つ
い
て
は
、
諸
宗

兼
学
と
い
う
中
世
の
寺
院
社
会
の
実
態
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
も
、
や
は
り
根

来
寺
や
高
野
山
な
ど
と
つ
な
が
る
真
言
僧
侶
た
ち
の
活
動
を
軸
と
し
て
把
握

さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。し
か
し
、一
乗
院
と
そ
の
周
辺
で
生
き
て
い
た
人
々

が
実
践
し
て
い
た
文
芸
に
か
か
わ
る
営
み
は
、
か
な
ら
ず
し
も
真
言
色
の
み

で
は
な
く
、
よ
り
多
面
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
本
稿
で

は
『
経
蔵
記
』
の
意
義
を
粗
々
述
べ
た
の
み
で
あ
る
。
続
稿
で
あ
ら
た
め
て

そ
の
内
実
に
踏
み
込
ん
だ
分
析
を
試
み
た（

２１
）い。

注

（
１
）
藤
田
明
良
「
中
世
後
期
の
坊
津
と
東
ア
ジ
ア
の
海
域
交
流
―
―
『
一

乗
院
来
由
記
』
所
載
の
海
外
交
流
記
事
を
中
心
に
―
―
」（
九
州
史
学

研
究
会
編
『
境
界
か
ら
み
た
内
と
外

『
九
州
史
学
』
創
刊
五
〇
周
年

記
念
論
文
集

下
』
収

二
〇
〇
八
・
十
二

岩
田
書
院
）。

（
２
）
橋
口
亘
「
中
世
港
湾
坊
津
小
考
」（
橋
本
久
和
・
市
村
高
男
編
『
中

世
西
日
本
の
流
通
と
交
通
』
収

二
〇
〇
四
・
四

高
志
書
院
）。

（
３
）
紙
幅
の
関
係
で
そ
の
す
べ
て
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
五
味
克

夫
「
坊
津
一
乗
院
跡
と
一
乗
院
関
係
史
料
」（『
一
乗
院
跡
』
坊
津
町
埋

蔵
文
化
財
報
告
書
一

一
九
八
二
）
か
ら
坊
津
像
再
考
の
動
き
が
始

ま
っ
た
。
注
２
橋
口
論
文
、
栗
林
文
夫
「
坊
津
一
乗
院
の
成
立
に
つ
い
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て
」（「
黎
明
館
調
査
研
究
報
告
」
１８

二
〇
〇
五
・
三
）、
福
島
金
治

「
密
教
聖
教
の
伝
授
・
集
積
と
隔
地
間
交
流
―
―
「
坊
津
一
乗
院
聖
教

類
等
」
の
検
討
を
通
し
て
―
―
」（「
九
州
史
学
」
１６０

二
〇
一
一
・
十
）

な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
お
け
る
研
究
史
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
一
乗
院
聖
教
類
の
な
か
か
ら
発
見
さ
れ
た
「
日
本
図
」
を
め
ぐ
る
議

論
の
な
か
で
、
と
く
に
こ
う
し
た
側
面
の
検
討
が
飛
躍
的
に
進
め
ら
れ

た
。
栗
林
文
夫
「
南
さ
つ
ま
市
坊
津
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
「
日

本
図
」
に
つ
い
て
」（
鹿
児
島
県
・
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎

明
館
編
『
黎
明
館
企
画
特
別
展

祈
り
の
か
た
ち
〜
中
世
南
九
州
の
仏

と
神
〜
』
収

二
〇
〇
六
・
九
）、
野
田
泰
三
「�
坊
津
一
乗
院
聖
教
類

等
�
所
収
「
日
本
図
」
に
つ
い
て
」（
藤
井
譲
治
他
編
『
大
地
の
肖
像

絵
図
・
地
図
が
語
る
世
界
』
収

二
〇
〇
七
・
三

京
都
大
学
出
版
会
）、

注
３
福
島
論
文
等
参
照
。
そ
の
他
、
栗
林
文
夫
「
根
来
寺
と
坊
津
一
乗

院
に
つ
い
て
」（「
和
歌
山
地
方
史
研
究
」
４９

二
〇
〇
五
・
七
）
は
根

来
寺
と
一
乗
院
と
の
関
係
史
を
追
究
し
て
い
る
。

（
５
）
注
３
福
島
論
文
。「
坊
津
一
乗
院
聖
教
類
等
」
の
う
ち
応
永
二
十
年

「
沙
弥
道
通
寄
進
状
」
に
「
談
義
所
之
内
南
坊
覚
本
阿
闍
梨
」
云
々
と

あ
る
の
に
よ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
点
に
慎
重
な
見
方
も
あ
る
。

（
６
）
注
１
藤
田
論
文
。

（
７
）
鈴
木
彰
「「
佚
文
」
の
生
命
力
と
再
生
す
る
物
語
―
―
薩
摩
・
島
津

家
の
文
化
環
境
と
の
関
わ
り
か
ら
―
―
」（「
中
世
文
学
」
５７

二
〇
一

二
・
六
）
な
ど
で
こ
う
し
た
問
題
を
取
り
あ
げ
て
き
た
。

（
８
）
寛
永
三
年
島
津
家
久
宛
口
宣
案
ま
で
は
藤
原
姓
、
同
七
年
島
津
光
久

宛
口
宣
案
か
ら
は
源
姓
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
同
十
八
年
か
ら
は
『
寛

永
諸
家
系
図
伝
』
の
編
纂
に
向
け
た
修
史
事
業
が
開
始
さ
れ
る
。
こ
れ

以
降
、
近
世
島
津
家
は
源
姓
（
清
和
源
氏
。
源
頼
朝
の
末
裔
）
を
公
称

と
し
て
い
く
。
鈴
木
彰
「
再
編
さ
れ
る
十
六
世
紀
の
戦
場
体
験
―
―
島

津
氏
由
緒
と
の
関
係
か
ら
―
―
」（「
文
学
」
隔
月
刊
１３
―
５

二
〇
一

二
・
九
）
参
照
。

（
９
）
注
１
藤
田
論
文
が
、『
善
隣
国
宝
記
』
が
存
在
し
た
こ
と
に
は
注
目

し
て
い
る
。

（
１０
）
井
上
宗
雄
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究

室
町
後
期

改
訂
新
版
』（
一

九
九
一
・
三

明
治
書
院
）。

（
１１
）
松
尾
千
歳
「
―
資
料
紹
介
―
「
鹿
児
島
ニ
召
置
御
書
物
並
冨
隈
ヘ
被

召
上
御
書
物
覚
帳
」」（「
尚
古
集
成
館
紀
要
」
３

一
九
八
九
・
三
）、

注
７
拙
稿
参
照
。

（
１２
）
鹿
児
島
県
・
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
編
『
祈
り
の
か

た
ち
〜
中
世
南
九
州
の
仏
と
神
〜
』（
黎
明
館
企
画
特
別
展
図
録

二

〇
〇
六
・
九

「
祈
り
の
か
た
ち
」
実
行
委
員
会
）
収
載
。

（
１３
）
も
ち
ろ
ん
、「
三
国
伝
来
記
」「
月
盖
長
者
」
は
『
善
光
寺
縁
起
』
と

も
か
か
わ
ろ
う
。
な
お
、
数
種
の
仏
舎
利
関
係
の
品
々
も
、
広
く
釈
迦

へ
の
関
心
と
信
仰
に
か
か
わ
る
存
在
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

王
権
と
か
か
わ
る
舎
利
信
仰
と
い
う
側
面
で
の
意
義
も
無
視
で
き
ま

い
。

（
１４
）
こ
の
点
は
別
稿
で
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。

（
１５
）
と
く
に
小
峯
和
明
が
「
東
ア
ジ
ア
の
仏
伝
文
学
・
ブ
ッ
ダ
の
物
語
と

絵
画
を
読
む
―
―
日
本
の
『
釈
迦
の
本
地
』
と
中
国
の
『
釈
氏
源
流
』

を
中
心
に
」（「
論
叢

国
語
教
育
学
」
復
刊
３

二
〇
一
二
・
七
）
を

含
む
一
連
の
論
稿
に
よ
っ
て
、〈
仏
伝
文
学
〉
研
究
を
推
し
進
め
て
い

る
。
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（
１６
）
注
４
栗
林
論
文
は
、『
三
国
名
勝
図
会
』
に
基
づ
き
、「
当
麻
曼
荼
羅
」

が
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
の
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
根
来
寺
攻
撃
の
兵

火
を
避
け
る
た
め
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
。

（
１７
）
塩
出
貴
美
子
「
十
巻
本
「
高
野
大
師
行
状
図
画
」
の
写
本
に
つ
い
て

―
延
暦
寺
本
を
中
心
に
―
」（「
文
化
財
学
報
」
１２

一
九
九
四
・
三
）、

鹿
島
繭
「「
弘
法
大
師
伝
絵
」
十
巻
本
に
つ
い
て
」（「M

U
SEU
M

」

５１４

一
九
九
四
・
一
）
等
参
照
。
十
巻
本
諸
本
は
最
も
流
布
し
た
伝
本

群
で
、
高
野
山
と
関
係
す
る
作
例
が
多
い
と
さ
れ
る
。

（
１８
）
前
述
し
た
海
潟
で
の
滞
在
中
、信
輔
は
天
神
社
に
詣
で
て
い
る
（『
三

藐
院
記
』
文
禄
三
年
五
月
十
一
、
十
二
日
条
）。
ま
た
、
北
野
天
満
宮

に
よ
く
詣
で
た
こ
と
、
自
画
賛
の
な
か
で
は
圧
倒
的
に
渡
唐
天
神
が
多

い
こ
と
が
、
前
田
多
美
子
『
三
藐
院
近
衛
信
尹
』（
二
〇
〇
六
・
四

思
文
閣
出
版
）
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
１９
）
延
慶
本
・
長
門
本
な
ど
、
敦
盛
の
所
持
品
を
篳
篥
と
す
る
諸
本
も
あ

る
。

（
２０
）
鈴
木
彰
「「
ま
さ
な
う
も
敵
に
う
し
ろ
を
み
せ
さ
せ
給
ふ
も
の
か
な
」

―
―
詐
術
と
し
て
の
熊
谷
直
実
の
言
葉
」（「
歴
史
と
民
俗
」
２８

二
〇

一
二
・
二
）
で
こ
う
し
た
傾
向
に
つ
い
て
論
じ
た
。

（
２１
）
『
経
蔵
記
』
に
み
え
る
「
父
母
恩
重
経

一
巻
」
の
意
義
に
つ
い
て

は
、
金
英
順
「
近
世
初
期
の
『
父
母
恩
重
経
」
注
釈
書
に
つ
い
て
―
―

玄
貞
著
作
『
仏
説
父
母
恩
重
経
鼓
吹
』
を
中
心
に
―
―
」（「
立
教
大
学

日
本
文
学
」
１１１

二
〇
一
四
・
一
）
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

＊
引
用
テ
キ
ス
ト

『
一
乗
院
経
蔵
記

全
』
…
…
島
津
家
文
書
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
。「
当
山

宝
物
案
内
記

上
下
」
…
…
『
坊
津
町
郷
土
誌

上
巻
』（
一
九
六
九
・
十

二
）。
併
せ
て
鹿
児
島
県
立
図
書
館
蔵
本
も
参
照
し
た
。『
三
藐
院
記
』
…
…

史
料
纂
集
。『
平
家
物
語
』
覚
一
本
…
…
岩
波
旧
大
系
。

【
付
記
】
本
稿
は
、
二
〇
一
三
年
七
月
六
日
に
行
わ
れ
た
立
教
大
学
日
本
文

学
会
大
会
で
の
講
演
の
一
部
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
も
と

と
な
る
構
想
は
、
二
〇
一
三
年
三
月
二
十
八
日
に
今
昔
の
会
春
合
宿
で
発
表

し
た
。
関
係
各
位
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。

本
稿
は
二
〇
一
三
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
課
題

番
号
２
５
３
７
０
２
３
６
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
す
ず
き
あ
き
ら

本
学
教
授
）
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